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This paper has interviews with people who are involved in Hachinohe book center and 
those who use the book center frequently. It analyzes the consciousness of people 
gathering at Hachinohe book center and explains the possibility of bookstores becoming 
“Ibasho” in rural areas. 
 
Hachinohe Book Center is a book store runs by Hachinohe city（LLP）. It opened in 2016 
and is considered as an important part of the policy called “Honnomachi Hachinohe” at 
present. It is managed based on three basic policies, which is “increase the number of 
people who read books”, “increase the number of people who write books”, and “make the 
city a better place with books”. Actually, when we asked the people who visit the book 
center frequently about how they feel about the book center, the answers are so different. 
 
Their opinions can be seen as “Ibasho”, which has three types as “acceptance space”, 
“communication space”, and “creative space”. What’s more, the three types of “Ibasho” 
can play different roles for each people. 
 























1－1．研究目的と問題意識   

































2 平成 25 年 3 月の市長選挙時に小林眞市長が市長三期目の政策公約に基づいて構想した。市が本屋を運












































































る。これらに関しては、2018 年 9 月 26 日（水）～30 日（日）と 2019 年 9 月 13日（金）～25
日（水）にそれぞれ実施した聞き取り調査と、2019 年 8 月 21 日（水）、10 月 8 日（火）送付さ










第 2 章においては、八戸市の地理や文化など地域性を整理する。 
 第 3 章においては、八戸ブックセンターが開設された経緯や、開設当初に計画していた施設
の機能について把握する。 
 第 4 章については、八戸ブックセンターにおける人々の活用の実態を整理するとともに、そ
うした利用者の意識のあり方について調査し、記述した。 
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 青森県八戸市は県南東部に位置し、人口 23 万人を擁する中核市である。青森県に属してはい
るが、地理的にみれば岩手県に近く、独自の文化をもつ地域ともいわれてきた。 
八戸市は昔からやませが吹き、津軽地方のように米が獲れなかったため、漁業や工業で発展を
























7 朝日新聞、1974 年（昭和 49年）3 月 14 日、「八戸の“先輩”は勉強好き」を参照。 
8 喫茶室「らいぶらりい」は図書館の移転新築に伴い、読書普及活動をより推進するために開業した。読
書団体連合会の事業である「夕ぐれ朗読会」の会場としても活用され、ケーキや珈琲を飲みながらの活動
出来たことが好評であったという。2011 年以降、売り上げが減少し始め、2017 年 3 月に閉店している。
『一般社団法人 八戸市読書団体連合会創立 50 周年記念誌 文庫』（2018） 
9 東奥日報、1984 年（昭和 59年）6 月 7 日、「読書団体が喫茶室「らいぶらりい」開業」を参照。 
10 藤井理人「地域活性ビジネス事例研究 65」『JAGATinfo』（2018）を参照。 
11 ここでは注釈がない限りは、グラフ青森『青森の暮らし 420 号』（2019）を参考に述べていく。 
12 八戸ブックセンター「八戸と本をつなげるフリーペーパー ほんのわ 2018」（2018）を参照。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 



















1999 年 6 月 5 日）「伊吉巡回文庫」は学校を閲覧場所とし、十五日間留め置き、次の学校に引
き渡しており、「少なくとも当時の都内 32 町村をリレーしながらくまなく回った」という。「是
川尋常小」の「11 年の報告書には利用状況の一端が記載されており」、「30 日間で 40 人が閲覧、















13 東奥日報、1999 年（平成 11年）6 月 5 日、「読書の楽しさ庶民に」を参照。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 





































ル」 https://colocal.jp/news/118968.html（2020 年 2 月 18 日 最終閲覧）。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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第 3章 八戸ブックセンターの概要 
 
3-1．八戸ブックセンターの開設背景 
 2016 年 12 月 4 日、八戸ブックセンター（以下「ブックセンター」という）は青森県八戸市に
よって中心市街地に建つ複合ビル「ガーデンテラス」の一階に、全国で最初の市営書店として開
設された。店舗面積が 315 ㎡で約 95 坪という小規模な店内には、約 8000 冊の本が陳列されて























第 6 次八戸市総合計画（計画期間 平成 28～32 年度の 5 カ年計画） 
 ―第 5 章 戦略プロジェクト 
 
15 八戸ブックセンター「八戸市を「本のまち」に : 八戸ブックセンターの整備」（2017）を参照。 
16 八戸市 HP を参照。 
17 音喜多信嗣「政策デザイン"思考"サクゴ 八戸市を「本のまち」に -八戸ブックセンターの 1 年から-」
『地方自治職員研修 / 公職研 [編] 51(5)』（2018）を参照。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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  ―戦略 1 人づくり戦略 
   ―施策 2 本のまち八戸推進 































































館長によれば、１回につき参加する親子づれは 30 組から 60 組で、図書館の職員 3 名とボラン





から 8 月までの間に本の購入が可能な金券「マイブッククーポン」約 2000 円分19を配布する。
平成 27 年度にはマイブック事業でクーポンの利用率が 95.8％に達した。 
 
19 2018 年 9 月 27 日、読書会ルームにて音喜多信嗣へインタビュー調査を行った内容に基づく 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
















公共的通路を挟んだ左右に飲食店と物販店が、2 階と 3 階はオフィスが、4 階は飲食店と屋上テ
ラスが設置されている。また、「GardenTerrace」の三日町側に位置する約 1,100㎡の敷地には、







主任企画運営委員こと嘱託書店員が 3 名、行政職の事務職の職員が 3 名21、地元書店三店舗が結









20 2018 年度まで行われていた。 
21 2019 年 9 月 14 日、音喜多信嗣へのインタビュー調査に基づく。 
22 2018年 9月 27 日、音喜多信嗣へのインタビュー調査に基づく。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 








































































26 『八戸ブックセンター企画事業報告書（平成 30 年度版）』（2018）によれば、カンヅメブース利用件数
は、2016 年度から 2018 年度までで累計 153 件に上っている。近年では、市民作家登録をするだけでな
く、実際に本を出したいという市民が、ブックセンターの職員に市内の印刷所などを紹介してもらう出版
相談窓口を利用するケースも出てきているという。また、ブックセンターの書棚では、市民が執筆した本
を閲覧することが可能である。2018 年 10 月から開始したギャラリー企画「紙から本ができるまで展」の
一環で詩人の菅啓次郎氏が八戸の詩人「村次郎」の詩集を出版する際にカンヅメブースを利用した。 
27 『八戸ブックセンター企画事業報告書（平成 30 年度版）』（2018）によれば、市民作家登録者数は、
2016 年度から 2018 年度までで累計 194 件に上る。 
28 ここでは特に注釈がない限りは、『八戸ブックセンター企画事業報告書（平成 29 年度版）』（2018）、『八
戸ブックセンター企画事業報告書（平成 30 年度版）』（2019）を参照する。 







































30 『八戸ブックセンター企画事業報告書（平成 30 年度版）（2019）』によれば、2018 年度までに計 5 回開
催され、延べ 65 名が参加している。2018 年 7 月 8 日に鷹野凌氏を講師とし、実施された「電子出版ワー
クショップ」、八戸歴史研究会会長の三浦忠司氏が講師となった、2018 年 8 月 26 日（土）の「郷土の歴
史のつむぎかた」、2019 年 2月 23 日に田丸雅智氏が担当した「超ショートショート講座」など。 
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①市民 A 氏の場合（40 代 女性） 
  A 氏がブックセンターに通う契機となったのは、2017 年 8 月 19 日（土）に開催された「本












































 このように、A 氏にとって、多様な本との関わり方を会得する場となっている。 
 





























 まず、太田氏によって、B 氏は創作活動への参考の機会を得ている。実際に、B 氏はこのイベ
ントを機に作成した豆本を、「ブック・ドリンクス」や「本のまち八戸ブックフェス」において
配布している。筆者も B 氏から実際に 1 冊もらった。豆本の表紙に、自身が好きな小説のそれ
がプリントされていることが印象的だった。ここから同施設における他者との交流の際に、その



































 このように、C 氏にとって、多角的な知識の受容が行える場となっている。 
 
④市民 D 氏の場合 （60 代男性） 



















⑤市民 E 氏の場合  
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 





































34 八戸工業大学 HP を参照。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 

























 まず、八戸新美術館建設推進室に勤務する G 氏が、妖怪をテーマにトークイベント35を行っ
た。このイベントは、第 1 部「『妖怪』って何？」、第 2 部「美術ならここまで分かる『妖怪絵解










35 2018 年 2 月 26 日、読書会ルームにて実施。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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36 2018 年 6 月 10 日、読書会ルームにて実施。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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NPO 法人共存の森ネットワーク（以下「共存の森ネットワーク」という）の代表である K 氏
は、「高校生向け取材編集ＷＳ『袖のみちかけ』」39と題した「聞き書き甲子園」を実施した。「聞




















































































 青森県近代文学館（以下「文学館」という）は、2018 年 12 月 16 日、「アカデミックトーク」、
「シリーズアートを読む」において、「太宰治を読み直す」をテーマに企画展の解説を行った。






















































いると実感しているようである。   
 
②カネイリ番町店 書店員 P 氏の場合 








41 『八戸ブックセンター企画事業報告書（平成 30 年度版）』（2019）を参照。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 































③木村書店 書店員 Q 氏の場合 




























④成田本店みなと高台店 書店員 R 氏の場合 








































（1）市民 S 氏の場合（60 代女性） 






































（2）市民 T 氏の場合（60 代女性） 
















 このように、T 氏にとって、創作行為の面白さを得られる場となっている。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
















































































































八戸市立図書館の副館長である U 氏は、2019 年度から「ブックトーク」を実施した。「ブック
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第 5章  結論 






























































































































































表 1 インタビュー調査実施一覧 









2018/9/16 熊澤直子氏          
2019/9/20 個人 企画に参加する市民  
A 氏、B 氏、C 氏 
2019/9/17 個人 
 
E 氏 八戸工業大学 
2019/9/18 D 氏 八戸ブックセンター 
2019/9/15 個人 
 






P・Q 氏  
タリーズコーヒー店・マチ
ニワ 
2019/9/19 市民団体 八戸学芸員倶楽部  
F,氏 G 氏,H 氏 
八戸新美術館建設推進室 
2019/9/25 市民団体 読書団体 
I 氏・J 氏 
八戸ブックセンター 
2019/8/21 認定 NPO 法人共存の森ネットワ
―ク 代表 K 氏 
メールにて取材 
2019/9/25 読書団体連合会 一般社団法人八戸市読書団体連合






ム館長 M 氏 
八戸クリニック街かどミュ
ージアム 
2019/10/8 青森県近代文学館文学専門 N 氏 データの提供 
2019/9/15 民間書店 伊吉書院類家店 書店員 O 氏 伊吉書院類家店       
2019/9/17 カネイリ番町店 書店員 P 氏 カネイリ番町店       
2019/9/19 木村書店 書店員 Q 氏 木村書店          
2019/9/18 成田本店みなと高台店    
書店員 R 氏 
成田本店みなと高台店 
2019/9/20  図書館 八戸市立図書館 副館長 S 氏 八戸市立図書館 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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表 2 第 4 章における説明箇所一覧 
所属 取材対象 第 4 章での説明箇所 活動場所 
市民 企画に参加する市民  
A 氏、B 氏、C 氏 
4-1-1（1） 読書会ルーム 
八戸工業大学 講師    
D 氏 
E 氏 




P・Q 氏  
4-1-2（1）、（2） カンヅメブース 
市民団体 八戸学芸員倶楽部  
F 氏,G 氏,H 氏 
4-1-1（2） 読書会ルーム 
読書団体 
I 氏・J 氏 
認定 NPO 法人共存の森ネットワ





会 会長 L 氏 
4-1-1（3） 
文化施設 八戸クリニック街かどミュージア
ム館長 M 氏 
4-1-1（5） 
青森県近代文学館文学専門 N 氏 
民間書店 伊吉書院類家店 書店員 O 氏 4-1-1（6） 
カネイリ番町店 書店員 P 氏 
木村書店 書店員 Q 氏 
成田本店みなと高台店    
書店員 R 氏 
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表 3 八戸ブックセンターにおける「居場所」空間一覧 
所属 対象者 受容空間 交流空間 創造空間 場所 
企画に参加す
る市民 
市民Ａ 〇 〇 〇 読書会ルー
ム 
市民Ｂ 〇 〇 〇 
市民Ｃ 〇 〇  
企画を実施す
る市民 
市民Ｄ 〇 〇 〇 
市民Ｅ 〇 〇 〇 
市民団体 八戸学芸員倶楽部 ○ 〇 〇 









〇 〇 〇 
文化施設 八戸クリニック街角ミュ
ージアム 
〇 〇  
青森県近代文学館 〇 〇  
民間書店 伊吉書院類家店 〇 〇  
カネイリ番町店 〇 〇 〇 
木村書店 〇 〇  
成田本店みなと高台店 〇 〇  
創作者として
の市民 
市民Ｐ 〇  〇 カンヅメブ
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